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道路交通網における目的地までの到達時間の推定  
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1．目的   

本研究では道路交通網において道路に滞在する  

車両数のデータをもとに各道路の通過時間をまず  

推定し、そのデータを使用して目的地までの到達時  

間を推定する。そして、観測時間の間隔の違いによ  

る精度の比較を行う。  

3．各道路の通過時間の推定   

各道路の通過時間の推定値はリトルの公式を用い  

て求めた。  

L…観測の間隔毎に得た各道路に存在する車   

両の平均台数  

人…シミュレーションが終わるまでに各道路を利用   

した車両数をシミュレーション時間で割った値  

W…各道路の平均通過時間とすると  

上＝ス抒「－」1）  

の関係が成り立つ。Wを実測するのは困難だがLの  

計測は時々、道路を衛星から撮影するなどして容易  

に得られるのではないかと思われる。そこでシミュ  

レーションではL及び 

つかどうかを確認する。   

今回シミュレーシ去ンした時間は2時間  

（7200sec）である。  

2．道路交通シミュレータ   

本システムの作成はトランザクション（車両）  

ごとに、事象（走行開始、終了、交差点進入など）  

の記述を行うことでプログラム構成が可能な離散  

型シミュ レーション支援システムGPSS作Ⅰで行っ  

た。   

次の図1がシミュレーション対象道路交通網であ  

る。道路の交通状況としては中負荷である。  
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4．実行結果（1）   

図2は各道路における測定間隔をそれぞれ2分、4  

分、6分、8分とした時の車両が道路を通過する時間  

の推定値を求めて、ズ軸に通過時間の実測値、γ軸  

に推定値をとって表したグラフである。   

観測の間隔を長くしていくと各道路の通過時間  
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図1 シミュレーション対象道路交通網  
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表．1通過時間の平均相対誤差  の推定値と実測値との誤差が大きくなっている。  

道路 経路   

2min   0．16   0．16   

4min   0．22   0．16 

6min   0．27   0．17   

8min   0．28   0．19  

5．目的地までの到達時間の推定方法   

目的地までの到達時間を㌻とし道路fにおける車  

両一台の通過時間をぶ′（f＝1，2，3，…34）とする。目  

的地までの最短経路に含．まれる道路を ぶノ．J斗、…   

とすると、単純にr＝旦・斗＋…で求めた道路わ通過  

時間の合計をその経路の推定所要時間とする。  

観測間隔が8分の時は2割近くの相対喪差があった  

が、間隔を縮めるにつれ、わずかではあるが相対誤差  

が改善されていく。ただし2分間と4分間ではほとん  

ど差がない。  

6．実行結果（2）   

次に示す図3は観測の間隔がそれぞれ2分こ4分、  

6分、8分の時の各道路め通過時間の推定値を使用し  

て求めた目的地までの推定所要時間である。ズ 

軸に目的地までの到達時間の実軸値、γ軸に推定値  

を取って示した。  

7．考察   

各道路の通過時間を■リトルの公式を使用して求め  

た時、観測の間隔を短縮するにつれ、誤差が縮小す  

ることが確認できた。2割程度の誤差を認めるなら  

道路の通過時間を計測しなくても道路内の車両数の  

観測で済ますことができると言える。   

道路の相対誤差よりも経路の相対誤差の方が小さ  

いのは道路間の相関によると思われるが、今後の検  

討が必要である。   

また、目的地までの到達時間を推定する時に単純  

に通過する道路の通過時間を足し合わせるという方  

法以外の方法を考えて試してみたいと考えている。  

また、シミュレートをする網を広げた時や車両の発  

生数を変えた時にどういった結果が得られるのか検  

討したい。  
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図．3 目的地までの到達時間の実測値と推定値の  
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